
Title 今いる場所で一歩ずつ

Author(s) 嶋田, 聡

Citation 目で見るWHO. 2024, 90, p. 18-19

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/99623

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



WHO職員日記

今いる場所で一歩ずつ
世界保健機関西太平洋地域事務局　メディカルオフィサー

嶋田 聡 （しまだ さとし）
小児科専門医。三重大学医学部医学科卒業。長崎大学大学院医歯薬学総合研
究科修了。長崎大学熱帯医学研究所、厚生労働省、東京2020大会組織委員会、
WHOコンサルタント、国立感染症研究所感染症危機管理研究センターを経
て、2024年２月よりWPROに出向。

今の仕事について
　2024 年２月から世界保健機関西太平
洋地域事務局の WHO 健康緊急事態プ
ログラム（WHO Health Emergencies 
Programme : WHE）に国立感染症研究
所感染症危機管理研究センターより出向
し、メディカルオフィサーとして勤務し
ています。WHO 西太平洋地域事務局

（WPRO）には、前回は 2021 年 12 月
から約１年間 WHO コンサルタントと
して勤務しており、今回が２回目の
WPRO 勤務となります。西太平洋地域
は 37 の国と地域が属していて、約 19
億の人々が暮らしています。言葉だけで
なく国の大きさや経済状況、文化的な背
景もさまざまです。
　現在は WHO 健康緊急事態プログラ
ム の Health Emergency Information 
and Risk Assessment (HIM) というグ
ループの一人として勤務していて、主に
疫学者とともに西太平洋地域の感染症ア
ウトブレイクや健康危機に関わる事象に
ついて情報収集するというイベント・ベ

ースド・サーベイランス（EBS）に関わ
る業務をしています。
　ここでは、毎日の健康危機に関わるシ
グナルを国事務所や WHO 本部への共
有や地域内の季節性インフルエンザ、デ
ングウイルス感染症や鳥インフルエンザ
のレポートのようなルーチンの作業から
地域内で鳥インフルエンザのアウトブレ
イクなどが発生した際には別途情報を収
集したり、リスク評価をしたりといった
突発的な業務が毎日のように飛び込んで
きます。また健康危機といっても感染症
のみならず、地震や火山のような自然災
害や、熱中症や、多くの家畜が死に人々
の生活に影響を与えるような雪害のよう
な気候変動に関わるような事象も取り扱
うため、毎日新しいことを学び続けるこ
とが必要です。業務の多くは地域事務局
では完結しないことも多く、国事務所や
ジュネーブ本部とも連絡をとる必要があ
るため、時間的にはかなり不安定な業務
になります。
　また 2011 年から始まった WPRO 実
地疫学専門家フェローシッププログラム

（WPRO Field Epidemiology Fellowship 
Programme）にも関わっており、加盟
国の政府機関などで働いている人材を
WPRO のフェローシップとして受け入
れて、お互いの経験を共有し学びながら
加盟国のためにより良いサーベイランス
の仕組みづくりをしています。今年は
2024 年 6 月現在で４カ国からのフェロ
ーシップが参加しています。
　毎日知らないことや新しいことばかり
で、大変なことも多いですが、毎日気づ
きと学びを与えてくれる心から尊敬でき
る上司と、多才で優秀な同僚たちに囲ま
れて、本当に恵まれた環境で仕事させて
もらっていると思っています。

将来 WHO を目指す人へ
　専門性や職業を問わず、様々な進路か
ら WHO に関わることはできると思い
ますが、何らかの専門性を身につけてお
くことや、日本の保健医療や公衆衛生の
体制を理解しておくことが必須だと私は
思います。自分の国の事情がわからない
と他の国のことを理解するのは難しいで
す。また専門性も大事ですが、同時に自
分の中にここまでと線引きをすることな
く、常にさまざまなことに興味を持ち続
けることだと思います。
　私は市中病院で一般の小児医療とアレ
ルギー医療を専門とする小児科医でした
が、医学部生の頃から途上国の医療に関
心を持っていたため、専門医を取得して
から、ずっと行ってみたかった長崎大学
の熱帯医学研究所に進学しました。長崎
大学では小児医療から関心のあった熱帯
ウイルス学分野に進み、マダニや蚊が媒
介するウイルスの検査の確立やマダニか
ら新しいウイルスを同定する研究に関わ

オフィスで一番好きな風景。オフィスの中庭に掲げられている加盟国の旗です。普段はあまり日に当たらない
ようにしているので、毎日どこかの時間でここに来て日光を浴びながら旗を見ることによって、辛くても加盟
国の人のために頑張ろうというモチベーションが上がります。
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りました。在学中は、WPRO に出向さ
れていた熱帯医学研究所の熱帯ウイルス
学分野の森田公一教授や WHO の世界
リンパ系フィラリア症制圧計画（Global 
Programme to Eliminate Lymphatic 
Filariasis: GPELF）に長年貢献された一
盛和世教授に出会う機会があり、漠然と
でしたが、公衆衛生や WHO について
関心が出てくるようになりました。
　大学院修了後は厚生労働省健康局結核
感染症課の医系技官として 2 年間、新
しいサーベイランスシステムの導入や大
阪 G20 サミットや 2019 年のラグビー
ワールドカップなどのマスギャザリング
における公衆衛生対応の業務や東京
2020 オリンピック・パラリンピック競
技大会（東京 2020 大会）のための公
衆衛生の政策に関わる仕事をしました。
厚労省退職後は、東京 2020 大会組織
委員会で東京 2020 大会の全般的な公
衆衛生担当にも直接関わり、選手等を含
めたすべて関係者の大規模な検査の導入
や選手等の隔離施設の管理に関わりまし
た。
　実際に公衆衛生に関わった業務は４年
程度でしたが、日本の公衆衛生の仕組み
に関わることができた貴重な時間であり、
ここで経験した業務や人々との出会いが
現在のキャリアに活きていると思います。
　WHO に関わることを目標とすれば、
他の WHO 職員やコンサルタントと比
べて、自分はずっと周り道をして、きっ
とずいぶん時間がかかっています。たぶ
ん WHO を目指しているこれからの人
たちにとっては自分の経歴や経験は全く
役に立たないと思います。それでもその
時その時のキャリアを一歩ずつでも一生
懸命続けること、それからいつも外を見

て、さまざまなことに関心を持ち続ける
ことが今後の将来に繋がっていくと思い
ます。

難しいこと
　難しいことというとやはりコミュニケ
ーションだと思います。毎日の英語のや
りとりは難しいことはもちろんのこと、
特に自分が WHO と関わりだした時は
オンラインのミーティングが多かったの
で、それがさらにやりとりを難しくさせ
ます。英語は今でも毎日勉強していて、
書いたものの英語のチェックやわからな
い表現などがあると同僚のところに行っ
て教えてもらっています。また毎年新し
いメンバーが世界中から来て一緒に仕事
をするので、SOP（標準作業書）をきち
んと書いてみんなが理解できるような合
意された文書を作っていくことも時間が
かかります。とても大切なことですが、
読んで誤解がないような文章を作ってい
くのはとても難しく感じます。それから
WHO のフレームワークやさまざまなツ
ールキットがあり多くは初めて知るよう
なものもあります。知らないとそれらを
今の課題に組み合わせていくことが難し
いため、週末になると過去の WHO の
枠組みの文書を読んで知見を増やしてい
ます。

最後に
　今後は加盟国のサーベイランスの向上
のために国事務所や加盟国と協力して仕
組み作りを行なっていく予定です。
WHO に着任してから時間があまり経っ
ていないので、まだまだ何も成し遂げら
れていませんが、出向中の限られた時間
の中で加盟国のサーベイランスの向上や

危機管理に関わり、出向中に得られた経
験を出向元の国立感染症研究所に還元で
きればと考えています。また、厚生労働
省や東京 2020 大会組織委員会で関わ
っていたこれまでの公衆衛生の業務で経
験したことやうまくいかなかったことが
あり、特に東京 2020 大会の業務につ
いては、とても辛い時期でしたが、今で
もああしておけばもっと良かったのかな
と思うことが今でもあります。そういっ
たうまくいったことやいかなかった経験
も活かして、公衆衛生の立場から西太平
洋地域の人々の安心と安全のお手伝いが
できたらと思います。
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